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学校支援ボランティア交流会を実施 
 

 

 

 

 

１ 「学校支援ボランティアの現況説明」 学校支援コーディネーター 伊藤登喜子 

                  地域の方々が学校の教育活動に関わることで、子どもの 

                 多様な体験や経験の機会が増え、規範意識やコミュニケー 

                 ション能力の向上につながっております。また、多くの大 

                 人が子どもたちを見守ることで、よりきめ細かな教育がで 

                 きるようになり、子どもと地域住民のつながりができ、地 

                 域全体で子どもを育てる体制を築きあげます。 

                 また、地域住民が、自らの経験や知識を、「未来を担う子 

                 どもたち」の教育に生かすことにより、生涯学習の成果を 

                 生かす場が広がり、地域住民の自己実現や生きがい作りに

もつながります。このような体制を組織として広げて行くのが学校支援地域本部のねらいです。 

学校支援地域本部のしくみですが、学校から「こんなこと     

をしたいので、誰か紹介してほしい」等の依頼がコーディ 

ネーターに来ます。次に登録ボランティアリストよりあて 

はまるボランティアを探し、連絡し協力の承諾をいただき 

ます。 それから、担当教諭とボランティアとの事前打ち 

合わせを設定して、日程の確認・指導内容について調整を 

図ります。学校支援地域本部は、現在、登録いただいてい 

る 8 団体 91 名のボランティアの方々に協力をいただきな 

がら、学校と地域の連携を進め、授業や学習環境などの教 

育支援活動を行っています。 

「平成 30 年度の活動の写真紹介」 

環境整備作業 パークゴルフ体験 平和教育・戦争体験講話 生活科・昔の遊び 

中学校家庭科着付け体験 中学校体育ダンス授業  水泳学習 職場体験学習  

中学校体育（空手道）の授業 中学校音楽和楽器（箏）の授業 救命救急講習  

スキー学習 夏・冬休み学習会 福祉体験学習  

 

２ グループ交流（グループ交流①②で出された意見の要旨） 

  テーマ「学校支援ボランティアに携わって」  

・大学にもっとボランティアの募集をしてほしい。 

・地域の子どもが顔を覚えていて、声をかけてくれてうれしい。 

・子ども達からのお礼状がとてもうれしい。写真などもうれしい。 

・スポーツの指導において、体力や能力の差が大きい子供たちにお手伝いすることで 

 ちょっとしたきっかけで、子供が伸びるとうれしい。 

・自分のこれまでの経験、体験を生かし、将来を担う子供たちに世界的な視野で早いうちからグロ 

ーバルな視点を持たせたいと考えている。 

・長期休業中の学習会にかかわって、大量のプリントの宿題等、学校に来て、集中してはかどり、

早く終わらせられる面もうかがわれる。 

 

平成 30年 12月 19日 NO.9 
 

12 月 4 日（火）に平成 30 年度学校支援ボランティア交流会を実施しました。この交流会

は、学校支援地域本部事業の説明や学校支援ボランティアの相互交流を目的として毎年、実

施しているものです。本年度は学校支援ボランティア 21 名、大学生 2 名、地域住民 1 名、 

学校担当者 14 名、教育委員会 6 名、合計 44 名が参加しました。 

 

 



 

・今の子どもの様子を見ると、自分の気持ちを上手にコ 

 ントロールできない子が増えてきているのではないか 

「キレル」「暴力をふるう」「友達に連鎖する」ゲーム 

の影響か？ 

・平和教育（戦争講話）では、自分の戦争の実体験のみ 

を話すようにしている。今の子ども達は幸せである。 

「当時、戦争に反対する人は、いなかった？」という質 

問にぎょっとした。 

・ボランティアとして教えるということではあるが、自分 

自身が楽しんでやることが大切。教え込むというつもり 

はない。 

・スキー学習において、子供たちは、いろいろな器を持っている。「楽しさを伝える」が大切。最

初はビクビクしながら滑っていた子が、自ら進んで取り組むようになった。うれしいです。 

・ボランティア活動を通して、学校とのつながりができてうれしい。 

「授業終了後の礼状がうれしい。」「子供の感想はもっとうれしい。」「地域の子どもから声をかけ

てもらえることがうれしい。」 

・今年は出番がありませんでした。「百人一首」、近年、なかなかやる子がいなくて。 

・家庭科、着付け体験の授業において、生徒は素直で、男子が興味を持ってくれている。昔のもの

に興味を持つことはいいことだと思う。 

・支援活動を通して、学校と関われることがとてもうれしいの

でもっともっと声をかけて欲しい。 

                ・スキー学習では、自分も滑って楽しんでいる。 

・昔遊びで、子供に教えていてその過程が面白い。癒され 

る。 

・地域の方が来ることを子どもたちは楽しみにしています。 

・水泳学習で、目に見えて上達していく姿がわかり、嬉しい。 

・活動に携わって、多種多様な子供たちがいることがわかる。 

・子どもたちの笑顔や挨拶から元気をもらえる。 

 

・活動する上で、講師役の皆さんから声をかけていただくと教員が３回言うところ１回で効果があ

る。 

・地域の皆さんの協力には本当に感謝している。 

・様々な立場の人が子供たちを支えている。 

・大学４年生。地域貢献に興味を持っている。勉強していきたい。 

・箏の授業で指導した成果として「発表の場面」を是非作ってあげられるといですね。参観日、学

校祭、文化発表会などで。 

・学校として、「平和教育」「福祉教育」と同様に「プログラミング教育」等も取り入れていかなけ

ればならないが、どうやって時間を生み出すか。 

・休業中をどう過ごすか、自分で計画、実行できる力をつけさせることが大事。学習会はいらない。

家庭に任せる。 

・学力向上のかかわる面もあるが、長期休業中は家庭に返す機会にしたら。 

・今は、学校からの要望があって動いているが、学校支援地域本部から学校に話を持って行っても。 

・学校と支援本部の連携を密にすると良い。 

・学校とボランティアとのつながりも大切。 

・ボランティアの高齢化が心配。人材の発掘、後継者の問題。 

・若い人の活躍を期待。 

・企業、法人の活用を。  

・ボランティア登録はされているが、声がかからないのが残念。 

こんな時 ご相談ください 

◎ 「○○の学習をしたいので 実技指導をしてくれる人、お話をしてくれる人はいないかな」 

◎  「子どもたちの教育のために役立ちたい」 

学校支援コーディネーター  伊藤 登喜子 小西 稔  ℡:372-3311(内線 892) 


